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２２．．結結論論とと提提言言

2.1  結結論論

保護者の参加の意義は、幼稚園という実践共同体への参加を通じた学習過程として位置

づけることができる。保護者と保育者の協働へと移行する過程は、個々の意欲や負担感に還

元されるものではなく、①参加の入口の整備、②小さな関与の承認と価値づけ、③縦（保育

者）・横（保護者同士）の関係形成を足場として周辺的な参加からしうるものである。そし

て、参加の継続に伴い、園理解の深化や、当事者意識、参加者としての自己定位が更新され

ていく学習過程として整理できると考えられる。さらに、このプロセスは 段階に整理で

き、第 段階「不安ととまどい」、第 段階「適応とつながりの拡大・深化」、第 段階「主

体化と役割発揮」を経て、第 段階では、園運営や課題を共に考える方向（「協働と創造」）

と、参加が生活の一部として定着していく方向（「安定と成熟」）へ複線化しうることが示唆

された。

また、協働の輪に入っていくことは、保護者に①園への安心感・所属感の形成、②横のつ

ながりを通じた支え合いと学び、③園理解と当事者意識の深化、④参加者としての自己効力

感や自己定位の更新などをもたらしうることが示された。

さらに、保護者の参加には、園主導で体制が整えられる参加（園⇒保護者⇒園⇒子ども）

と、保護者が園や子どもと直接関わる参加（保護者⇒園・子ども）という２つの回路が存在

する。後者は、参加の意味が保護者自身に可視化されやすく、前者に伴いがちな負担感や強

制感の緩和に寄与しうる。したがって、協働の輪を広げ、参加を継続しやすいものとするた

めには、２つの回路を補完的に設計し、入口期には負担の小さい参加機会を広く保障しつつ、

経験の蓄積に応じて直接関与の機会を適切に位置づけることが重要であることが示唆され

た。さらに、別の回路も存在する可能性も踏まえ、保護者の実態やニーズに合わせて参加の

形態を多様化していくことが大切であると考察した。

提提言言

本研究によりＰＴＡ活動を含む保護者の参加に対する様相の解像度があがり、理解が深

まったと思われる。その見え方からの示唆にもとづき、①参加の入口の整備、②見通しを支

える情報提供、③縦横のつながりが育つ場の設定、④２つ（あるいはそれ以上）の回路を前

提とした参加設計、⑤第 段階の複線化を踏まえた支援という５つの観点から、勤務園での

実践に向けた支援や体制づくりを提言した。

なお、提言の整理にあたっては、園現場の知見と照らし合わせながら、自園での実践に結

びつけるための参考として、園長経験者等との私信で得られた見解も補助的に参照し、考察

を深めた。
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